
　第３回高等研究院レクチャーが、３月19日（金）、野依記
念学術交流館カンファレンスホールにおいて、開催されま
した。
　今回は、｢宇宙への挑戦。｣ をテーマに行われ、近藤高等
研究院長のあいさつの後、まず、グローバル COE「宇宙
基礎原理の探求」の拠点リーダーである杉山　直理学研究

科教授が「宇宙を理解する：素粒子から太陽・地球、そし
て宇宙まで」と題し、素粒子、太陽系、宇宙の密接な関係、
またダークマターやダークエネルギーを例にとって、それ
らが宇宙の発展において果たしている役割について講演し
ました。次に、飯嶋　徹同研究科教授が、「消えた反粒子
の謎に迫る：B ファクトリー実験における三つの発見」と
題し、電子と陽電子を高頻度で衝突させ、自然界には存在
しない B 中間子と半 B 中間子を大量に生成させる B ファ
クトリー実験の最新研究成果を紹介し、また、関　華奈子
太陽地球環境研究所准教授が、「オーロラと宇宙の嵐：太
陽がひきおこす宇宙環境のダイナミックな変動」と題し、
オーロラ現象のメカニズムの解明と宇宙嵐の影響と予測に
ついて講演しました。さらに、金田英宏理学研究科准教授
が、「宇宙の謎を解き明かす：赤外線衛星「あかり」の発見」
と題し、赤外線天文衛星「あかり」に装備されている、同
准教授が中心に開発した極低温望遠鏡と赤外線観測装置に
よる最新の観測結果について紹介しました。
　講演後には活発な質疑応答が行われ、本学教職員、学生
や一般の方々など約180名が参加し、盛況のうちに終了し
ました。

　名古屋大学学術奨励賞授与式が、３月24日（水）、シンポ
ジオンホールにおいて挙行されました。
　同賞は、学術憲章に定める「人間と社会と自然に関する
研究と教育を通じて、人々の幸福に貢献することを、その
使命とする」という基本理念に基づき、本学の大学院博士
課程後期課程に入学又は進学した特に優秀、かつ、将来の

有望な学生に対し、その教育研究活動を奨励することを目
的として昨年度新たに設立されました。
　受賞者は、大学院博士課程後期課程に在学する学生で、
人物・研究水準ともに特に優秀で、かつ指導教員及び研究
科長から推薦のあった者から決定され、奨学金として年度
末に年額50万円（授業料相当額）が各年次生50名程度に給
付されます。第１回目の今回は、平成21年度大学院博士課
程後期課程に入・進学した１年次生を対象として50名が受
賞しました。
　式には、50名が出席し、濵口総長から各研究科の代表者
にそれぞれ賞状が授与されました。賞状の授与後、総長か
ら、同制度を設立した経緯の説明と「自分の専門分野の研
究に邁進するとともに、大学院生の模範となるような研究
生活を送り、自己研鑽に努めていただきたい」と受賞者へ
の激励の言葉がありました。
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